
小
原
國
芳
と
人じ

ん

文ぶ
ん

科か

学が
く

研
究

玉
川
大
学
の
創
設
者
小
原
國
芳
は
二
八

歳
の
時
小
学
校
教
員
を
辞
し
て
、
京
都
帝

国
大
学
の
哲
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
彼
は
後
に
思
想
界
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
を
排
出
し

て
い
た
京
都
学
派
の

初
期
の
時
代
に
、

西
田
幾
多
郎（
哲

学
）、波
多
野
精

一
（
宗
教
哲
学
）
、

朝
永
三
十
郎

（
西
洋
哲
学
史
）
、

深
田
庚
算
（
美
学
）

な
ど
の
錚
々
た
る

メ
ン
バ
ー
の
薫
陶
を

受
け
た
の
で
す
が
、
こ
の

こ
と
は
彼
の
そ
の
後
の
教
育
活

動
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
で
す
。

以
後
の
小
原
の
教
育
実
践
を
支
え
た
根

本
思
想
は
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
恩
師
波
多
野
精
一

を
玉
川
大
学
に
迎
え
、
本
物
の
学
問
を
バ

年
の
学
部
改
組
に
伴
う
状
況
の
変
化
の
も

と
で
、
人
文
科
学
研
究
施
設
が
そ
の
役
割

を
担
う
も
の
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の

で
す
。

特
に
、
哲
学
思
想
、
道
徳
、
宗
教
、
文

学
、
芸
術
、
歴
史
を
中
心
と
し
た
幅
広
い

人
文
系
学
問
領
域
を
包
摂
し
う
る
研
究
施

設
を
意
図
し
て
、
哲
学
思
想
研
究
部
門
、

文
学
･
芸
術
研
究
部
門
、
歴
史
文
化
研
究

部
門
の
三
研
究
部
門
を
置
い
て
い
ま
す
。

三
研
究
部
門

哲
学
思
想
研
究
部
門
で
は
、
現
実
世
界

に
お
け
る
諸
存
在
と
諸
事
行
の
原
理
お
よ

び
構
造
に
関
し
て
、
ま
た
、
人
間
世
界
と

そ
こ
で
の
価
値
や
意
味
に
関
す
る
哲
学
的

ッ
ク
ボ
ー
ン
に
据

え
た
真
の
大
学
の

建
設
を
世
に
問
う

意
気
込
み
と
し
て

顕
現
し
て
い
ま
す
。

設
立
と
目
的

人
文
科
学
研
究

施
設
は
、
玉
川
大
学
に
お
け
る
人
文
科
学

の
総
合
的
な
共
同
研
究
の
促
進
、
発
展
を

目
指
す
も
の
と
し
て
、
平
成
一
五
年
四
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
人
文
科
学
研
究
で

は
、
京
都
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
が
と

り
わ
け
有
名
で
す
。
ア
ジ
ア
文
化
研
究
、

歴
史
文
化
比
較
研
究
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙

思
想
研
究
、
ル
ソ
ー
研
究
な
ど
の
幅
広
い

人
文
科
学
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続

け
て
き
て
い
ま
す
が
、
総
じ
て
伝
統
と
見

識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
学
問
の
府
と
し
て
の

大
学
は
人
文
科
学
研
究
を
中
心
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

玉
川
大
学
の
場
合
は
、
創
立
以
来
文
学

部
が
そ
の
任
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近

真・善・美・聖の
究明に
向かって
人文科学研究施設主任・文学部教授

三井善止

研究所だより

学

術

研

究

所

全人教育研究施設

ミツバチ科学研究施設

知能ロボット研究施設

量子情報科学研究施設

脳科学研究施設
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菌学応用研究施設

人文科学研究施設

言語情報文化研究施設

心の教育実践センター



究
で
す
。

哲
学
思
想
の
領
域
で
は
、
他
者
に
つ
い

て
の
哲
学
的
、
倫
理
学
的
、
宗
教
学
的
研

究
を
行
な
い
ま
す
。
文
化
多
元
主
義
、
他

者
と
の
共
存
、
他
者
認
識
、
神
の
他
者
性

の
問
題
な
ど
を
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
つ

つ
新
し
い
視
点
を
模
索
し
、
究
明
し
て
い

き
ま
す
。

文
学
・
芸
術
の
領
域
に
お
い
て
は
、
具

体
的
な
形
で
の
「
他
者
」
な
い
し
は
「
他

な
る
も
の
」
の
存
在
、
そ
れ
に
対
比
す
る

「
自
己
」
の
具
現
化
の
探
求
を
通
し
て
、
文

芸
学
、
芸
術
学
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
作
品
と
人
間
、
あ
る
い
は
社
会

と
の
有
機
的
繋
が
り
を
考
究
し
て
い
き
ま

す
。歴

史
文
化
の
領
域
で
は
、
他
者
の
問
題

を
歴
史
・
文
化
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
社
会
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

の
問
題
を
様
々
な
角
度
で
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
八
年
度
に
は
こ
の
「
他

者
」
の
研
究
の
成
果
を
上
下
二
巻
本
と
し

て
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
研
究
と
と
も
に
、
諸
哲
学
思
想
お
よ
び

研
究
自
体
に
つ
い
て
の
理
論
的
検
証
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
存
在
論
の

問
題
、
認
識
論
の
問
題
、
宗
教
の
問
題
、

道
徳
・
倫
理
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

文
学
・
芸
術
研
究
部
門
で
は
、
欧
米
文

学
を
中
心
に
し
た
文
学
研
究
と
と
も
に
、

文
学
に
お
け
る
世
界
、
文
学
に
お
け
る
人

間
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
間
の
創
造
活
動
、
特
に
造

形
的
手
段
に
よ
る
自
己
の
世
界
観
の
意
識

的
表
現
と
し
て
の
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、

芸
能
な
ど
と
い
っ
た
芸
術
世
界
に
関
し
て

の
理
論
的
実
証
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

歴
史
文
化
研
究
部
門
で
は
、
西
洋
文
化

お
よ
び
日
本
文
化
の
生
成
、
発
展
、
成
立
、

あ
る
い
は
没
落
と
い
っ
た
過
程
と
し
て
の

文
化
史
の
原
理
お
よ
び
意

味
構
造
に
つ
い
て
の
歴
史

学
的
研
究
、
そ
し
て
、
歴

史
に
お
け
る
文
化
自
体
の

固
有
の
存
在
意
味
お
よ
び

内
容
に
関
す
る
研
究
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

「
他
者
」
の
研
究

第
一
期
の
研
究
課
題
は

「
他
者
」
に
つ
い
て
の
研

研究所だより

↑波多野精一像。
著書『時と永遠』は今も世界的名著と
して精神文化に多大な影響を与え続け
ている
←アテナイの学堂（ラファエロ筆）。
古代・中世の偉大な哲学者たちを一堂
にして描いている。中央にはプラトン
とアリストテレスの師弟

教育哲学を講義する小原國芳。
図を描いて人間の文化（Kultur）とその価値について説明


